
米国主要学会の概要

学会名
American Geophysical
Union(AGU)（米国地球物理学
会）

IEEE(Institute of Electrical and
Electronics Engineers)（電気電
子学会）

IEEE-USA
American College of
Physicians(ACP)（ワシントン事
務所）（米国内科学会）

American Sociological
Association(ASA)（米国社会学
会）

Ⅰ．組織の概要

設立年
１９１９年NRC(National
Research Council)の傘下団体
として発足、１９７２年自立

１９６３年（American Institute of
Electorical Engineers（１８８４年
設立）とInstitute of Radio
Engineers（１９１２年設立）が統

１９７３年 １９１５年 １９０５年

目的

地球物理学の振興及び研究成
果の普及、関連学会との協力
促進、研究事業の推進、地球物
理学上の法則の提唱

電気電子工学・コンピューター
関連科学技術等の理論・応用
の進展、上記科学技術関連の
職業に従事する会員の地位向
上（労働条件は除く）

IEEEの米国支部として米国会員
の支援、米国政府への提言

医療行為の向上及び専門性の
醸成を通じて健康管理の質と効
果を増進

社会学を公共善に奉仕する科
学規範及び職業として推進

会員数及び
内訳

約４８，０００人（２００６）、学生
会員約１８％、１４０ヶ国の外国
会員

約３６７，０００人（１５０ヶ国以
上）、うち約７４，０００人は学
生、企業関係４８．４％、学術関
係２６．５％（２００５）

約２２０，０００人
約１１９，０００人、学生含むが
大半は医師（臨床医が多数）

約１２，０００人、学生を含む

法人格 非営利団体(501c(3)) 非営利団体(501c(3)) 非営利団体(501c(3)) 非営利団体(501c(3)) 非営利団体(501c(3))

本部及び支
部

ワシントンに本部、支部なし
ＮＹに本部、１０のregion、３１１
のsection、１５７０のsection

ワシントンに本部
フィラデルフィアに本部、５０州・
ワシントンＤＣ・米陸海空軍・カ
ナダ・日本に支部

ワシントンに本部

本部施設
日本大使館近くの６階建自社ビ
ルの一部

マンハッタン中心部の高層ビル
内

ワシントン中心街のオフィスビル
内

ワシントン事務所は中心街のオ
フィスビル内

中心街、大学関係団体所有の
ビル内

研究分野別
組織

１１のSection、９のFocus Group
３９のsociety、５のtechnical
council

マイノリティ、ジェンダーなど４３
のsection

事務組織
出版、アウトリーチ及び研究支
援、総務等に関する課

教育活動理事会、出版サービ
ス・製品理事会、地域活動理事
会、基準担当部、技術活動理事
会、理事会報告委員会等

学術・専門事項、ビジネス・オ
フィス、ガバナンス等、会議サー
ビス、会員サービス等、マイノリ
ティ向け事業、広報、出版、調
査研究、技術情報、庶務等に関

職員数 定員１７５人（欠員２０人） 約９００人 ２３人（ボランティア約９００人）
本部約３００人、ワシントン事務
所約４０人

Ⅱ．財政
（会費以外い
ずれも概数）
資産 ７，２４２万ドル（２００５） ３億１，７６６万ドル（２００５） １億７，０８９万ドル（２００６）
負債 ２，４６３万ドル １億４，８９４万ドル ８，３７６万ドル
正味資産 ４，７７９万ドル １億６，８７２万ドル ８，７１３万ドル
収入総額 ３，４１７万ドル（２００５） ２億９，７２８万ドル（２００５） ６，５９７万ドル（２００６）
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米国主要学会の概要

学会名
American Geophysical
Union(AGU)（米国地球物理学
会）

IEEE(Institute of Electrical and
Electronics Engineers)（電気電
子学会）

IEEE-USA
American College of
Physicians(ACP)（ワシントン事
務所）（米国内科学会）

American Sociological
Association(ASA)（米国社会学
会）

主な収入

出版２，０６１万ドル、研究集会
４９１万ドル、投資３９５万ドル、
助成金等２３８万ドル、会費７４
万ドル

会費５，８９９万ドル、出版物１
億１８２万ドル、研究集会１億６
５８万ドル、スタンダード１，６０９
万ドル、投資１，２４６万ドル

会費２，３７５万ドル、研究集会
８７８万ドル、広告７５８万ドル、
助成金・寄付７３１万ドル

支出総額 ２，８９７万ドル ２億６，６９８万ドル ６，９２０万ドル

主な支出
出版１，４２３万ドル、運営費５０
９万ドル、研究集会３１９万ドル

会員対応６，０２５万ドル、出版
物９，１９１万ドル、研究集会９，
２８３万ドル

運営費２，５８６万ドル、出版１，
２０１万ドル、教育事業１，０７０
万ドル

年会費 会員２０ドル、学生会員７ドル等

プロフェッショナル会員（正会
員）１６１ドル、学生会員３０ドル
（米、他地域はこれより低額）、
society等に加入するには別会

基礎会費１５０ドル、特典に応じ
て加算

正会員年４２５ドル（米国在住、
医学部卒業後９年以上の場
合）、学生会員無料

正会員年２３～１７１ドル（所得
により変動）、学生会員年１８ド
ル、機関誌等購読は別途

Ⅲ．活動状況

出版物 機関誌１７種類等
機関誌９８種類、雑誌３６種類
等

機関誌２、雑誌１、ニュースレ
ター１

１０種類の機関誌

電子媒体に
よる情報提
供

一部電子化、記事の要旨は誰
でも閲覧可、機関誌購読者は全
文閲覧可

会員は全てウェブで閲覧可 週刊Ｅメール・ニュース

会員は機関誌全てをウェブで閲
覧可能、またJSTOR（商業デー
タベース）からも７種類の機関誌
を閲覧可能

会議 年次大会（約１１，０００人参加）
年次大会、地区やsocietyごとの
会議など３８８回（２００５）

年次大会（３日間）、州支部大会
など

年次大会（約５，０００人参加）

Ⅳ．アカデミーと
の関係

ＮＡＳとの関
係

１９７２以前はＮＡＳの中のＮＲＣ
傘下

IOM(Institute of Medicine)には
多くの会員参加

ＮＳＦとの関
係

研究資金助成 研究資金助成

その他

COSSA(Consortium of Social
Science Associations)の一員と
して政府への提言活動を連携し
て実施

Ⅴ．研究者支援

奨学金 奨励賞（年５０人程度）
学生会員向け奨学金（上限年２
５万ドル）

マイノリティの博士課程学生向
け奨学金（年間２０人、年１５，０
００ドル、最長３年）等

公募研究
就職支援 ウェブ上で職業紹介等 ウェブ上で職業紹介等

賞、表彰等
優秀会員の表彰、技術分野ごと
に２６の賞金、教育分野で２つ
の賞、論文に対する賞等

優秀図書等に対する９つの賞
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米国主要学会の概要

学会名
American Geophysical
Union(AGU)（米国地球物理学
会）

IEEE(Institute of Electrical and
Electronics Engineers)（電気電
子学会）

IEEE-USA
American College of
Physicians(ACP)（ワシントン事
務所）（米国内科学会）

American Sociological
Association(ASA)（米国社会学
会）

その他
健康管理向上のための小規模
開業医への助成（パイロット事

Ⅵ．広報・アウト
リーチ

一般向け広
報

肥満防止キャンペーンの実施
等

教育関連活
動

大学の工学部の教育課程に対
するアクレディテーション

その他 途上国への技術支援
Ⅶ．外部交流

他の学協会
との連携

機関紙の概要の送付、国内中
小学会や外国学会の機関誌の
概要をウェブに掲載してイン

家庭医学会、小児科学会等と
連携して健康情報技術の開発
等、中小の学会と役割分担

その他 新興学会に事務所を賃貸

途上国の社会学者向けに低額
の会費で全ての機関誌をウェブ
上で購読できる事業を２００８年
から開始予定

Ⅷ．運営基盤強
化

賛助会員
個人１００ドル～、団体２，３００
ドル～

年会費２５５ドル

民間企業と
の連携

地球温暖化の関係があり困難
な場合が多い

政府への提言活動において課
題により保険会社と連携（対立）

収益事業 株式等への投資 株式等への投資 株式等への投資 株式等への投資

その他
技術基準の策定・改訂及びこれ
に基づく企業の認証

資金提供団体としてACP
Foundationを９９年設置、年間
約２７８万ドル（２００６）を獲得

Ⅸ．その他特記
事項

会員は科学者・技術者である必
要はない、例えばコンピュー
ター関連企業の事務職でも加
入可

ＡＳＭＥ，ＡＣＭとは協力者でも
あるが基準認証をめぐる競争者
でもある

American Medical
Association(AMA)の方が規模と
しては大きく（日本の医師会に
相当？）、専ら政治的圧力団体
として活動（かつてはＡＣＰに加
入すると自動的にＡＭＡの会員
にもなった）

学会に所属せずに活動する社
会学者も多く、彼らへのアプ
ローチが困難

3



米国主要学会の概要

学会名

Ⅰ．組織の概要

設立年

目的

会員数及び
内訳

法人格

本部及び支
部

本部施設

研究分野別
組織

事務組織

職員数

Ⅱ．財政
（会費以外い
ずれも概数）
資産
負債
正味資産
収入総額

American Physical
Society(APS)（米国物理学会）

Association for Computing
Machinery(ACM)（米国情報機
械工学会）

American Society of
Mechanical Engineers(ASME)
（米国機械工学会）

American Economic
Association(AEA)（米国経済学
会）

１８９９年 １９４７年 １８８０年 １８８５年

物理学の指導的役割、科学発
展のため他学会と協力、諸外国
の学会との協力、会員の研究
活動の支援

科学・情報技術の応用等の進
展に寄与

会員の技術能力と専門家として
の幸福を増進するとともに、機
械工学における質の高い事業・
活動を通じて技術者たちが人類
の幸福によりよく貢献できるよう
支援

経済学、特に産業生活の実情
に関する歴史的・統計的調査研
究の奨励、経済上の課題に関
する出版、経済学上の議論にお
ける完全な自由の奨励

約４６，０００人、うち約１０，００
０人が学生、約１０，０００人が
海外会員

約８３，０００人、うち学生約２０，
０００人、約３分の１が海外会員

約１２５，０００人、うち学生約２
０，０００人、科学者約６，０００
人、他は技術者

約１８，０００人、うち学生約１
０％、約半分は科学者

非営利団体(501c(3)) 非営利団体(501c(3)) 非営利団体(501c(3)) 非営利団体(501c(3))

メリーランド州に本部及び経理
部、ワシントンに広報部、ニュー
ヨーク州に出版部

ニューヨークに本部、ワシントン
に事務所

ニューヨークに本部、ニュー
ジャージー州にサービス・セン
ターと情報センター、ワシントン
に事務所、ブラッセルにヨーロッ
パ事務所、アトランタにガス・
タービン国際協会、ヒューストン
に石油国際協会

ナッシュヴィルに本部、ピッツ
バーグに出版部

メリーランド大学近くの５階建自
社ビルの一部

ニューヨーク・ペン駅真上の高
層ビル内

マンハッタン中心部の高層ビル
内

ヴァンダービルト大学キャンパ
ス近くの雑居ビル内

３４のSIG(Special Interest
Group)

基準・規則策定等に関する９の
委員会、分野ごとに学会と企業
の技術交流の場を提供する４の
institute（協会）

経済教育、マイノリティの経済学
者育成、女性経済学者育成、経
済学研究に関する委員会

（本部）教育＆アウトリーチ、会
員、会議、国際、情報技術等に
関する課

総務、人事、政策、情報システ
ム、会計、会員、出版等に関す
る課

財政・総務、サービス、知識＆コ
ミュニティ、協会、規則＆基準、
運営戦略に関する課、教育等４
つのセンター

（本部）総務、会議に関する課

本部約６０人、広報部５人、出版
部約１５０人、経理部約２０人

本部約７５人、ワシントン事務所
２人

約３００人（最近約１００人削
減）、ワシントン事務所８人

本部１０人、ピッツバーグ事務
所３５人

１億１，１６７万ドル（２００５） ５，３５４万ドル（２００４） ９，４０３万ドル（２００５） １，６９２万ドル（２００５）
３，０２５万ドル ２，１４７万ドル ３，１６８万ドル ３６２万ドル
８，１４３万ドル ３，２０７万ドル ６，２３４万ドル １，３３０万ドル
４，４０９万ドル（２００５） ５，１０８万ドル（２００４） ７，１６３万ドル（２００５） ７１６万ドル（２００５）
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米国主要学会の概要

学会名

主な収入

支出総額

主な支出

年会費

Ⅲ．活動状況

出版物

電子媒体に
よる情報提
供

会議

Ⅳ．アカデミーと
の関係

ＮＡＳとの関
係
ＮＳＦとの関
係

その他

Ⅴ．研究者支援

奨学金

公募研究
就職支援

賞、表彰等

American Physical
Society(APS)（米国物理学会）

Association for Computing
Machinery(ACM)（米国情報機
械工学会）

American Society of
Mechanical Engineers(ASME)
（米国機械工学会）

American Economic
Association(AEA)（米国経済学
会）

出版３，４０２万ドル、研究集会
３９７万ドル、会費３３５万ドル

研究集会２，５９４万ドル、出版
１，５３２万ドル、会費４７１万ド
ル

規則・基準認証３，５８１万ドル、
会費・出版・研究集会等２，１０
８万ドル

会費等２９９万ドル、機関誌デー
タベース使用料２５３万ドル

４，２２６万ドル ４，６７７万ドル ６，８３５万ドル ５４１万ドル
出版２，８８９万ドル、研究集会
３４５万ドル、会員対応３４２万ド
ル、広報４５２万ドル

研究集会２，３０１万ドル、出版
９，９３７万ドル、会員対応１０１
万ドル

会員対応・出版・研究集会等２，
０２３万ドル、規則・基準認証１，
９８５万ドル

出版４２４万ドル

正会員年１１２ドル、学生会員
年２８ドル等

正会員年９９ドル（デジタル・ライ
ブラリー利用料込みで１９８ド
ル）、学生会員年１９ドル（同６２
ドル）等

正会員年１２６ドル（ただし卒業
後４年以内は割引）、学生会員
年２５ドル

正会員年６４～９０ドル（所得に
応じ変動）、学生会員年３２ドル

機関誌３("Physical Review
Letters"１８万部）、会員向け月
刊ニュース、各分野の論文誌、
ニュースレター等

機関誌２、雑誌２、分野別会報２
３等

機関誌１、書籍等
機関誌３、今年からさらに４誌創
刊

機関誌は全てウェブで閲覧可
能、学生向けに機関紙中の記
事の一部を無料でメール配信

会員は１９５０年代以降の出版
物をデジタル・ライブラリーで閲
覧可能

一部はウェブで閲覧可能
１９６９年以降の機関誌はデジタ
ル・アーカイブ化(EconLit)

年次大会（３月：５日間、約６，６
００人、４月：４日間、約１，１００
人）、分野ごとの研究会合

年次総会（約７，５００人）、ＳＩＧ
による会議が年約１２０回

年次総会（約３，０００人）、分野
横断＆国際会議２３、分野別会
議４６（２００６）

年次総会（約９，０００人）、関連
約５０学会と共催

Engineer's Weekにおける広報
協力

研究資金助成 研究資金助成 研究資金助成
女性・マイノリティ経済学者育成
のための助成

かつてAIP(American Institute
or Physics)と主導権争いがあっ
たが、現在では協力関係

学部生に年３，０００ドルの奨学
金、他に学生向けローンも実
施、博士課程学生には年５，００
０ドルの奨学金（４人）

年次大会で支援コーナー設置 ウェブ上で職業紹介 ウェブ上で職業紹介

顕著な功績のあった会員表彰 顕著な功績のあった会員表彰
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米国主要学会の概要

学会名

その他

Ⅵ．広報・アウト
リーチ

一般向け広
報

教育関連活
動

その他
Ⅶ．外部交流

他の学協会
との連携

その他

Ⅷ．運営基盤強
化

賛助会員

民間企業と
の連携
収益事業

その他

Ⅸ．その他特記
事項

American Physical
Society(APS)（米国物理学会）

Association for Computing
Machinery(ACM)（米国情報機
械工学会）

American Society of
Mechanical Engineers(ASME)
（米国機械工学会）

American Economic
Association(AEA)（米国経済学
会）

AAPT(American Association for
Physics Teachers)と協力して実
施、IEEE-USAと共催で研究会
合

CSTA(Computing Science
Teachers Association)による教
育・政策提言活動を支援

大学の機械工学科に関するア
クレディテーション、American
Society of Civil
Engineers(ASCE)及びIEEEと共
同で教員向け教材を開発

AIP(American Institute of
Physics)の傘下

American Association of
Engineering Societies(AAES)の
傘下

年次総会を関連学会と共催

企業と連携してロビイング活動
Instituteにおいて企業と連携、
学生向けイベントにも支援

株式等への投資 株式等への投資 株式等への投資

技術基準認証に関する活動は
行っていない（IEEEとの相違）

ＳＩＧが企業等の支援を得ること
で研究活動推進だけでなく学生
への研究支援、国際交流等の
中心的役割

２００６年中国機械工学会と共
催で北京で国際機械工学教育
会議を開催

非党派性を堅持（例：ベトナム戦
争反対決議行わず）、現在の幹
部がヴァンダービルト大学勤務
のためナッシュヴィルに本部（以
前の本部はボストン）
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